平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＣ

単元：

BOOK 2, LESSON 8

評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）

評価規準：

英語のメモに基づいて、行きたい国を紹介するスピーチをすることが出来る。

評価方法：

【スピーキングテスト（スピーチ）】p.98-99 USE Mini-project 4 Speakの活動とパラレルなタスクを行う。教師が生徒を一人ずつ面接する。生徒に3つの国の国旗を示し、紹介する国を1つ選ばせる。
その国に関する英語のメモを作らせ、そのメモに基づいてスピーチをさせて、その出来を評価する。（書くこととの総合評価）
留意点

メモを作らせずに即興で行うことは難しいと思われるので，テストの際にplanningの時間を与えるとよい。

評価基準：A・B・Cの3段階

それぞれABCでつけて、数値変換して合計し、それをＡＢＣに振り分ける。
A：選んだ国について、３点を伝えており、意味が曖昧となるような言語的誤りがほとんどない
B：選んだ国について、３点を伝えようとしているが、意味が曖昧となるような言語的誤りを１つだけ含んでいる。
C：選んだ国について、何も伝えていない。または、選んだ国について３点を伝えようとしていなかったり、３点を伝えようとしていても、そこに２つ以上の言語的誤りがあり、内容がほとんど伝わらない。
評価課題：

あなたが行ってみたい国は次の３つのうちのどこか。行きたい国について①その国が含まれる地域、②主な言語、③通貨についての３点を含めて調べ、調べたことを英語でメモにしなさい。そのメモを元に、自分が行きたい国について英語で発表しなさい。
〔アメリカ〕　　　　〔中国〕　　　　　　〔ブラジル〕
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